

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（印） 「臣榮」 （印） 「公實」 」 （跋３オ）
天保十五年甲辰二月
　
刻成
　　　　　　　　　　
彫刻
　　
広島
　
山口宗五郎
　　
製本
　　
同
　　
世並屋伊兵衛」 （大尾）
〈補注〉（
1）　
名は友益、缶楽と号す。元文三年九月、六六にて没す。
（
2）　
五代藩主浅野吉長
（
3）　
正しくは「社倉攷意」 。 『広島県史』近世２の九二五～九三四頁参照。
（
4）　
正しくは「塵劫記」 。江戸時代の算術書。類書は数百種 及ぶとい
う。
（
5）　
鈴木『芸備孝義伝
　
二編』 （巻六） 〔安田女子大学言語文化研究叢書
一六所収〕参照。
（
6）　「三原志稿」巻六〔 『三原市史』四巻所収〕参照。
（
7）　「三原志稿」巻六〔 『三原市史』四巻所収〕参照。
（
8）　
鈴木『芸備孝義伝
　
初編』 （巻七） 〔安田女子大学言語文化研究叢書
一四所収〕菊松父子の項を なお、鈴木「続編孝義録料六十八」〔同言語文化研究叢書一六所収〕では二回目の表彰年次は寛政九年一〇月と記している。
（
9）　
是松村は三原浅野氏給地である。広島市公文書館蔵本では「浅野孫
左衛門」の所が「浅野甲斐」となっている。
（
10）　
天明二年の干支は寅である。 『芸藩通志』巻一三七によれば 新右衛
（
11）
（
12）
二〇
331
